
赤穂城跡（赤穂市） 築城年代：慶安元年（1661年） 、築城者：浅野長直

縄張図/近世城郭史上、非常に珍しい変形輪郭式の海岸平城/藩の家臣で軍学師範の近藤正純が設計し、そのうち二之丸門虎口の縄張は、
当時の著名な軍学者であった山鹿素行の手が加えられたと伝えられている





城域は三方を山に囲まれ、東に千種川（加里屋川）、南は瀬戸内海に面し、清水門の南にある船入は船が出入りできるようになっていたと云う



それでは大手門→番所跡休憩室→近藤源八宅跡長屋門（部分）→大石良雄宅跡長屋門→武家屋敷公園→清水門→
二之丸門と進んでみよう



　　正面は三ノ丸東側の大手門と外堀を渡る太鼓橋



　　　　　　「史跡　赤穂城跡」と記された標柱が立つ



　　　　　　そこで右手を見たところ/前方は大手隅櫓



　　　　同じく左手を見たところ



　　　　　　大手隅櫓/南東側



　　　大手隅櫓と城壁を外堀が取り巻く/左手が大手門



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　　　　　大手隅櫓/北東側



　　　　　　こんな感じで外堀が巡っている



　　　　　　大手隅櫓をアップで見たところ/外堀の左手に見える城郭のような建物はお菓子屋さん





　　さて、城内（三之丸）へ入ってみよう/大手門は高麗門形式



　　　　左手の外堀を見たところ



　　その先はこんな感じになっている



大手門を潜ると、石垣によって枡形が形成されている/桝形右手に巨大な櫓門が建っていたが、現在は発掘調査で出てきた礎石
位置がプレートで示されている（右奥に見える白い部分がそれ）/右手前に木柵が見える



　　　　木柵の中を覗くとこんな塩梅/排水装置だろうか



これは桝形正面で威容を誇る大きな石



　　振り返って、大手門の内側の桝形の様子を見たところ



枡形を右へ/櫓門があったことを示す、門柱の礎石跡が足元に示されている/奥の建物は、櫓門を通る人を検問した役人が詰める、
番所を再建したもので、今はパネル展示コーナーとなっている



　　　　　　これは番所から見た、枡形と櫓門礎石/幅8.9m、奥行4mの巨大な二階建ての城門が、ここに建っていたらしい



　　　　　　右後方から見るとこんな感じ/左手の土塀に上がるための雁木（石段）はかなりの急勾配



　　　　　　そこから右手を見ると道は桝形の石垣を回り込んで続く/右奥に見える建物は大石神社



　　　回り込んだ道を見たところ



　　そこで左手に振り返ったところ/前方の番所を見てみよう



　　番所のパネル展示コーナーの様子



大手門及び大手門枡形の説明パネル





　　　　　　破却される前の大手門と隅櫓



絵図



発掘状況



　　　　これは枡形の石垣の裏側を西側から見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　　　　その先に進んで振り返って見たところ/大石神社が見える/右手に枡形の石垣の上に上がるための石段が見える



　　　　そこで左手を見ると右前方に長屋門が見える



　　　これは近藤源八宅跡長屋門





　　　　　　その対面には大石良雄宅長屋門がある





　　　　　さて、そこから清水門のある南東方向へ進む/前方に見える建物は赤穂市立歴史博物館



　　　　　　左手を見ると三之丸の土塁が続いている



　　　　　　アップで見たところ



　　これは右手にある武家屋敷に入る再建された門のようだ



　左手のエリアは奥野将監定良屋敷跡





　さて、正面が清水門跡/背後の建物は赤穂市立歴史博物館





　　　　右手の二之丸と三之丸の間の中堀（二之丸堀）越しに石塁と二之丸北東隅櫓台を見たところ



　　　　左手の清水門残存石垣及び土塁を見たところ



　　これは清水門の先にある板橋で左手に外堀を見たところ



同じく右手に二之丸北東隅櫓台を見たところ/石塁の左手は外堀であるが、ここは船入で船が出入りできるようになっていたと云う



　　　　　少し進んで振り返って清水門跡を見たところ



　　さて、ここが赤穂市立歴史博物館





　こんなものも



　　これは船入へ繋がる加里屋川



反対方向を見たところ/右手は博物館



　　　　さて、博物館から武家屋敷公園方向へと戻ろう



　　改めて二之丸北東隅櫓台を見たところ/左手が船入



　　　　　右手の石塁/折れがあるのが見て取れる/右前方は東隅櫓台の石垣



変形輪郭式と呼ばれる縄張り/二之丸は東仕切門（上）と西仕切門（下）によって、右と左に二分割され
ていた/それでは清水門→武家屋敷公園→二之丸門→山鹿素行像→大石頼母助屋敷跡→本丸門→
御殿跡→天守台→厩口門→大石神社へと進もう



　　　　　これは武家屋敷公園南側の中堀（二之丸堀）



　　二之丸は、本丸を取り囲むように配され、仕切門によって南北に区切られ、北側が前曲輪、南側が後曲輪とも云われている



　　　　ここに二之丸門があった





本丸方向へ進む/左手にも二之丸門跡の説明坂が立っていた



山鹿素行により、近藤三郎左衛門正純が設計した赤穂城の二之丸門付近の縄張りの一部が変更されたと記されている



　　これが「かんかん石」であろうか



　　　　これは山鹿素行の銅像





　　　　　更に進むと正面に本丸門が見えて来る/右側には門と築地塀がある/このエリアが二之丸



　　　これは家老の大石頼母助屋敷を囲む薬医門スタイルの屋敷門と築地塀



　　　　　　この屋敷門の向こうには大石頼母助屋敷と二之丸庭園が広がる





　　　　　ここが屋敷跡/周囲を土塁が廻っている/右手に北隅櫓台が見える



　　　　　近づいて見たところ



　　　　　　「北隅櫓台」と記された標柱が立っている



　これはその土塁の断面表示を見たところ/左手が二之丸の屋敷跡で、石垣の右手に水堀が巡り、その右手は三之丸のエリア



　　こんな塩梅/正面が北隅櫓台/右手が三之丸のエリア



　　ここから先が二之丸庭園のようだ





こちらは冠木門



　　　　　さて、正面が本丸への虎口に建つ本丸門/土橋の両サイドは内堀



　　　　　標柱と説明坂がある







　　　　左手を見たところ/前方の石垣が張り出した所は東北隅櫓台/右手の石垣の折れは本斜（ほんひずみ）というらしい



　右手を見たところ/前方の折れ（横矢斜/よこやひずみ）のある石垣の向こうの張り出した所も櫓台（西北横矢桝形というらしい）



　門は二重構造になっていて、この小さい門を抜けるとより大きな櫓門がある/これは高麗門形式の二の門



土橋（説明坂では中道と記されている）上で左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　　　　ここが本丸大手門枡形/右手に折れている



　これは振り返って二の門を見たところ



　　右手に折れた先を見たところ/石垣と土塀が周囲をぐるりと囲む/左奥には巨大な一の門（櫓門）がある



　　奥へ進んで、振り返って見たところ



　こちらは雁木（石段）/土塀には色々な形をした狭間が並ぶ



　その雁木の上から見た一の門（櫓門）/その前方が御殿跡



　　　　ここが御殿跡/発掘調査で分かった本丸御殿の位置を部屋ごとに詳細に平面復元されている



　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　右手を見たところ



　赤穂御城御殿絵図の説明板がある









　見取図に従って表示がされている



　こんな塩梅



一の門（櫓門）を御殿内から見たところ



　　　　　左手から見たところ



　　本丸庭園施設案内図





　　　　　御殿の南側は池泉庭園となっている



　　　　　　赤穂城本丸大池泉の古い看板



　　　　　これは石組暗渠排水路/その前方には土塁が廻っている





さて、正面が本丸の南東部に築かれた大天守台/5層の壮大な天守閣を建造する計画だったが、天守閣が築かれることはなかった



　　　　　ここから登ってみる



　　　　　　天守台の上は芝生が敷き詰められていた





　　　　　　南西方向を見たところ/御殿の池泉庭園の外側を廻る土塁と、刎橋門（はねばしもん）や南横矢桝形が見える



　　　　刎橋門（左手前）と南横矢桝形（右奥）をアップで見たところ



　　　　　その右手を見たところ



その右手の一の門（櫓門）を見たところ



　　　　　　アップで見たところ



これは更に右手、東側の厩口門（台所門）を見下ろしたところ



　　　　さて、これは御殿内から厩口門を見たところ/高麗門形式の小さな門





　　　　　厩口門橋で左手を見たところ/前方石垣の張り出しは東北隅櫓台



　　　　同じく、右手を見たところ/正面は東横矢桝形



　　厩口門橋と厩口門を見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ/東北隅櫓台が見える



　これは東北隅櫓台（右手）脇から厩口門方向を見たところ



そこで右手に本丸門方向を見たところ



　　　　東北隅櫓台/ここだけに隅櫓が築かれた（他は横矢桝形となっている）



　　　　　　右手方向へ進むと本丸門が見えて来る



　　本丸門



　　　　さて、ここは三之丸にある片岡源五右衛門宅阯



　　　標柱と説明坂が立っている





　　　　　このエリアが片岡源五右衛門宅阯のようだ



　　　　これはその近くから、南西方向を見たところで中央に北櫓台が見える/左奥には本丸門、右手には西中門へと石垣が続いている



　　前方は西隅櫓台/右手から土塁が繋がっている



　　西隅櫓台をアップで見たところ



　　さて、ここが三ノ丸西端に鎮座する「大石神社」







参道の脇にずらりと並ぶ四十七士石像





　　義芳門





　　　　　これが四十七士筆頭、大石内蔵助良雄石像



義芳門を潜って、振り返って見たところ







大石神社拝殿



　　　　　振り返って見たところ



　境内に立つ、もう1つの大石内蔵助像



　　　浅野家大阪蔵屋敷の舟石





　　さざれ石





　　「義士発祥之地」と記されている



　　　　そこから見える大手隅櫓



　　　　さて、ここは花岳寺/この山門は、赤穂城の西惣門を移築したものという



浅野公霊廟義士木像という標柱が立つ









　　　　　　鐘楼/鳴らずの鐘





さて、赤穂藩の上水道システムは日本三大水道の一つと言われる画期的なシステムだったとのことで、その遺構が数々残っている





　息継ぎ井戸



　赤穂旧上水道と息継ぎ井戸の説明板





　　　　　赤穂といえば、これ！



城郭のようなこの建物はお菓子屋さん



　　　　郵便ポストもこんな塩梅



　　　最後はやっぱり、これだね！



参考ホームページ

http://mizuki.my.coocan.jp/hyogo/akou.htm

http://www.asahi-net.or.jp/~qb2t-nkns/akou.htm

http://www5f.biglobe.ne.jp/~mononofu/akouzyou2.html

https://akiou.wordpress.com/2015/05/21/akou/

http://www.hb.pei.jp/shiro/harima/ako-jyo/

http://www.takakurashoten.sakura.ne.jp/castle/kinki/akou/akou.htm

http://www.hat.hi-ho.ne.jp/moch/castle/castle_55.htm

http://mizuki.my.coocan.jp/hyogo/akou.htm
http://www.asahi-net.or.jp/~qb2t-nkns/akou.htm
http://www5f.biglobe.ne.jp/~mononofu/akouzyou2.html
https://akiou.wordpress.com/2015/05/21/akou/
http://www.hb.pei.jp/shiro/harima/ako-jyo/
http://www.takakurashoten.sakura.ne.jp/castle/kinki/akou/akou.htm
http://www.hat.hi-ho.ne.jp/moch/castle/castle_55.htm





